トヨタにおける従業員の自主的参加 by 銭 佑錫
Ⅰ はじめに
トヨタ自動車 (以下, トヨタ) は, 2008 年
の年間自動車販売台数において米国の GM を
退けて世界 1位に輝いた｡ 純利益においても,
2002 年に 1 兆円を突破して以来, 毎年増収増
益を積み重ね 2008 年 3 月期の決算では 1.7 兆
円の純利益を記録している｡ 2008 年の米国サ
ブプライム問題に端を発する世界大不況によっ
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(例えば, 大野, 1978；門田, 1983, 2006；藤




























































































































































｢構想 (plan) －実行 (do) －チェック



















管理職, エンジニア), 医務職, 技能職 (現場
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という所にある｡




































































































自動車, 1987, p. 369)｡
このように TQC 活動のための体制を整備し

































クルが編成される｡ 1965 年 9 月の審査開始時
点までには総 154 個の QCサークルが結成され
ている｡ QC の勉強をしながら, 現場の改善活
動を遂行し, それによって相互啓発や自己啓発,
創造の喜びを味あわせるというのがその目的で
あった｡ その後, QC サークルは QC 意識の高
揚, QC 手法の活用, 自己啓発, 相互啓発の段
階を経ながら, 着実に個別作業者レベルまで浸
透していった｡
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競争力の根幹をなす大変重要な一要素として評
価されている (Ⅱ章の図 1参照)｡




















































善を中心としたテーマから, 原価, 安全, 保全,
等の分野へとテーマを拡大し, サークル活動の
充実化が図られた｡ このようなテーマの拡大は
1974 年に発生した第 1 次オイル・ショックに
対処するために, 工場現場においてより一層強
化された合理化活動の一環でもあった (尾崎・






















を変えてきているのである (図 3 参照)｡ 職制
を中心としたQCミーティングから始まり, 作
論 文

























本章では, トヨタの TQC 推進部課長 (執筆
当時) であった尾崎氏の論文 (尾崎・森田,







の手引き｣, ｢QC サークルニュース｣, 堤車体
部名義の ｢QC サークル活動入門｣, ｢QC サー
クルリーダー教育マニュアル｣, ｢QC サークル
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座｣, 工長のための ｢トレーナー講座｣, サーク
ルリーダー・テーマリーダーを対象とした ｢Q
C サークル中間指導｣, テーマリーダーを対象


















彰される｡ 全ての完了テーマの 1／3 に対して
は ｢アドバイザー会表彰｣ が, アドバイザー会
表彰の 1／3に対しては, ｢世話人会表彰｣ が授
与される｡ これらの表彰は 6ヶ月毎に施行され
ている｡ また, 部別に各 1件について工場推進
委員会表彰が授与され, 工場推進委員会はこれ
らの中で 4つのテーマ分野別 (品質, 原価, 保
全, 安全) に各 3件の優秀テーマを選定し, 金
賞 (1 件), 銀賞 (2 件) の会社表彰を行ってい
る｡ これらのテーマ表彰以外にも, トヨタでは




























































じがする｡ (伊藤他, 1982；鈴木, 1994 よ
り再引用)
































































尾崎・森田 (1983) は, 相互錬磨とグループに
よる改善の反復を通して, 使命と責任を果た

































る機能があることが分かる｡ 願興寺 (2005) は,
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